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中間ファイル（図面情報）

BIM/CIMソフト

Revit Civil 3D その他

解析ソフト

Dars 常時解析ソフト その他

整形RCラーメン高架橋を対象に，BIM/CIMモデルを活用した

照査手法を構築し、BIM/CIMモデルと設計プログラムのデータ

連携ツールを開発しました。

研究の背景と目的

研究成果

労働者人口の減少に伴う作業の軽減が

求められており，国土交通省が推進して

いるi-Constructionの取り組みの1つ

としてBIM/CIMがあります。

整形RCラーメン高架橋の設計に活用可

能なBIM/CIMモデルと照査プログラム

の連携手法の開発を行いました。

 BIM/CIMモデルを活用した設計手

法を提案しました。専門的な技能を必

要とせずに、3次元骨組解析モデルを

生成することができ、荷重等の条件を

設定することで性能を照査可能としま

した。

BIM/CIMで目指す姿

構造物技術研究部（コンクリート構造）

不整形なラーメン高架橋や鋼板補強にも適用範囲を拡大します。

 BIM/CIMを用いた鉄道RC高架橋の設計マニュアルの作成を行います。

開発したプログラムの試供版を公開しています。

ＢＩＭ/ＣＩＭモデルを活用した
鉄道コンクリート構造物の照査手法

データ連携方法の検討

今後の展開

解析モデルへのデータ連携プログラム、作図マニュアルを作成しました。

 3次元骨組モデルにおける荷重分担方法を検討し、妥当性を確認しました。

中間ファイルを介するデータ連携方法としたことで、複数の既成ツールを連携可能

です。
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検討作業時間の省力化効果

従来設計

BIM/CIMを
活用した

設計（提案）

既往の
BIM/CIMの

設計

計画
10%

設計計算
20%

図面作成
20%

施工
50%

設計計算
20%

図面作成
25%

計画
15%

施工
25%

計画+設計計算+図面作成
45%

省力効果
15%

省力効果
30%

施工
25%

3次元ﾓﾃﾞﾙにおける荷重のﾓﾃﾞﾙ化方法

既往のBIM/CIMによる設計と提案法の業務の比較の例

提案するBIM/CIMを活用した場合の操作手順

設計における、解析モデルの自動
作成、施工による鉄筋干渉等の手
戻りが減少するため検討作業時間
の省力化効果が期待されます。

本研究の一部は，HRC研究所，構造計画研究所との共同研究の内容を含みます．

格子状の仮想梁を配置することで、
３次元骨組解析でも偏心した荷重
や縦梁・横梁の剛性を考慮した荷
重分配の計算が可能です。

仮想梁

２次元亀甲計算モデル ３次元仮想梁モデル


